
採苗判断のためのカキ類幼生検出アプリ「カキNavi」

目的・背景

広島県におけるカキ養殖は生産量全国1位（令和4年度のシェア約60％）であり、県内水産業の主
要分野となっています。カキ養殖における種苗の確保はほとんどが天然採苗により行われており、採苗海
域およびタイミングは、自治体専門職員や生産者が顕微鏡下でカウントした結果を参考に行われていま
す。しかしながら、顕微鏡下でのカウントでは、人によりサイズ判定にぶれがある、調査範囲が広域に及ぶ
場合、膨大な作業となる、情報発信の即時性に欠けるといった課題があります。

事業概要

中国電力およびセシルリサーチでは、広島県のひろしまサンドボックス「スマートかき養殖IoTプ
ラットフォーム事業」（2018～2020年度）に参画し、迅速・簡便な幼生調査の実現を目的
として、デジタルカメラ撮影画像からのカキ類幼生検出手法を開発するとともに、AI物体検出モ
デル（EfficientDet）をクラウドへ実装した連携アプリケーション「カキNavi」を開発しました。
中国電力では、広島県内（広島県水産業スマート化推進事業において実施）の他、岡山
県、宮城県においても、生産者による実証を行い、「カキNavi」の有効性を検証しています。

今後の展望

検出精度の向上、使用方法の簡便化（ウェブアプリ化等）を進め、2025年度の採苗シーズ
ン（6月～9月）からの社会実装を目指しています。 「カキNavi」が普及することで、採苗作
業の効率化、採苗不調時の種苗確保を通じてカキ養殖における生産量の安定化が見込まれ
ます。

実施主体 中国電力株式会社エネルギア総合研究所

実施場所 広島県

活用技術 AI、LTE

支援事業 ひろしまサンドボックス「スマートかき養殖IoTプ
ラットフォーム事業」
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採苗 育成

出典：William G. and Donald M. Oyster Gardening for Restoration and Education(2001)を改変
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